
綴告事項（3）

いじめ対応ﾏﾆｭｱﾙ平成3.年度Ⅸ
千葉市教育委員会

|千葉市教育施策の基調’

人間尊重の教育

の

’いじめは決して許されないことであり、どの子どもにも、どの学校にも起こりうるものである。

学校いじめ防止基本方針の策定（法第13条）【義務】
学校は、いじめ防止基本方針又は地方いじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に応じ、

当該学校におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定める必要があります。
※さらに、策定した学校基本方針は、学校のホームページなどで公開することやPDCAサイクルにより見直

すことが求められています。

○いじめを生まない人間関係・学校づくり

・教職員と子どもとの信頼関係づくり

・子ども同士の望ましい人間関係づくり

・充実した学校生活、わかる授業、公平公正な学級経営

・障害（発達障害を含む）についての適切な理解 ．‐

・教職員の共通理解を図るため､いじめの問題に関する
校内研修を実施

○子どもの主体的な活動の推進

（自らがいじめを考える場を設定する）

・道徳科の授業、学級活動、児童会・生徒会活動等で

子ども自らいじめの問題について考え､議論する活動

・人権教育、心の教育の充実

・相談箱を置いたり、子ども同士で悩みを聞き合う活動

○学校、家庭、地域、関係機関との連携

・学校内での情報共有、校種間の連携

・学校いじめ防止基本方針を示すことにより家庭、地域

との連携

・教育委員会、児童相談所、警察などとの連携

1 【いじめの未然防止】

･ホッとできる｢楽しい学校･学級』

づくり

．いじめを止める児童生徒の育成

6児童生徒の特性や背景を理解

する

○様々な特性を持つ児童生徒に対する適切な理解と支援

・発達障害のある児童生徒へのいじめは、個々の特性への理解を深めるとともに、個別の教育

支援計画や指導計画に基づき情報共有を行い、適切な指導や必要な支援の実施。

・海外から帰国した子女や外同人の児童生徒は、言葉や文化の差から学びにおいて困難を抱える

場合が多く、それらの差からいじめが行われないよう学校全体で注意深く見守り、必要な支援

の実施。
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･性同一性障害や性的指向に係る児童生徒に対するいじめを防止するために、教職員への正しい

理解や対応について周知し、必要な支援や対応を実施。

･被災した児童生徒については、心身への多大な影響や慣れない環境への不安感等を教職員が十

分に理解し、心のケアを適切に行いながら、被災児童牛徒に対するいじめの未然防止・早期発

見に取り組む

／

各校が策定した「いじめ防止基本方針」については、下記のとおりとする。

（1）ホームページヘの掲載やその他の方法にて、児童生徒や保護者、地域住民が容易に確認

できるようにする。

（2）入学時や各年度始めに児童生徒に集会等で知らせると同時に、「いじめ問題対策委員会」

のことやメンバーになっている教職員の紹介を行い、相談しやすい環境を整える。

ノ

○いじめのサインを見逃さない

｡．いじめのサインは、いじめを受けている子どもからも、

いじめを行っている子どもからも出ている。

．いじめ発見のきっかけの上位は、学級担任が発見、ア

ンケート調査などの取組、本人及び保護者からの訴え

である。

・小さなサインを見逃さず、子どもや保護者の訴えを真

2 【いじめの早期発見】

．いじめのサインを見逃さない

．アンケート調査の実施､観察・

面談等の励行 １
ｋ

剣に受け止める。
の

弓‘柵謝蝋鮮雪…鐘…こ…＝
｜ 当該児童等と一定の人的関係のある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与
|える行為（インターネットを通じて行われるものを含む｡）であって、当該行為の対
|象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

⑨s’ ※児童等とは、学校に在籍する児童又は生徒をいう。
"五

P

』
☆けんかやふざけあいであっても、見えない所で被害が発生している場合もあるため、背景I一

」

ある事情の調査を行い、児童生徒の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを判断

する。

☆軽い言葉で相手を傷つけたが、すぐにいじめを行った児童生徒が謝罪し、教員の指導によら

ずして良好な関係を再び築く事ができた場合には、「いじめ」という言葉を使わず指導するな

ど柔軟な対処が可能であるが、いじめ問題対策委員会等での情報共有が必要である。

、 ／ ､ I /／

p
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の
＝

(p いじめ問題対策委員会（法第22条）【義務】
（組織の名称は、各学校の判断で決定）l

J
ノ

､_L唾堅唖藝｣－－－－－
1心理､福祉等に関する専門的な知識を有する！
'者やその他の関係者
I (スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、 ；

I 学校評議員、学校医等）

L､.－－－－－－－－－－‘－－－－－－－－－．､--------一一一‘ﾛ.一一=一一-一一一一一－－－』

十校内の学校職員で構成された組織

（生徒指導委員会等）

※学級担任、教科担任、部活動顧問

等も必要に応じて参加する

全校集会で、

活動内容等を

紹介

【未然防止】

．いじめの未然防止のため、いじめが起きにくい．いじめを許さない環境づくりを行う役割。
【早期発見・事案対処】

．いじめの早期発見のため、いじめの相談・通報を受け付ける窓口としての役割。

．いじめの早期発見・事案対処のため、いじめの疑いに関する情報や児童牛徒の問題行動など

に係る情報の収集と記録、共有。

．いじめの疑いに係る情報（いじめが疑われる情報や児童生徒間の人間関係に関する悩みを含

む）があった時には緊急会議を開いて、いじめの情報の迅速な共有、関係児童生徒に対する

アンケート調査・聞き取り調査等により事実関係の把握といじめであるか否かの判断を行う
役割。

．いじめの被害児童生徒に対する支援・加害児童生徒に対する指導の体制・対応方針の決定と

保護者との連携といった対応を組織的に実施する役割。

【学校いじめ防止基本方針に基づく各種取組】

･学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証･修正

・を行う役割。

･学校いじめ防止基本方針における年間計画に基づき、いじめの防止等に係る校内研修を企画

し、計画的に実施する役割。

･学校いじめ防止基本方針が当該学校の実情に即して適切に機能しているかについての点検を

行い、学校いじめ防止基本方針の見直しを行う役割。 (PDCAサイクルの実行を含む）

☆いじめについては、特定の教職員で問題を抱え込まず学校が組織的に対応することにより、

複数の目による状況の見立てが可能になること。また、心理や福祉の専門家であるスクール

カウンセラー・スクールソーシャルワーカー、弁護士、医師、警察官経験者などの外部専門

家等が参加しながら対応する。

〆 、

○アンケート調査の実施、観察・面談等の励行

・日常の観察、 こまめな記録、定期的なアンケート

調査、個人面談等で、いじめを点検、把握

一□

アンケート調査は必ず実施

・実施回数、記名式。無記名式、内

、容は、学校の判断 ノ
「！

☆私たちは、子どもたちの出している「サイン」にどれだけ気付き、どのように対応してい

るでしょうか。「これを取り上げると時間や手間がかかるなあ」などと考えがちです。しか

初期段階での不十分な対応が、後の大きな問題につながり、解決までに多し、このような

くの時間を要することになると心得ましょう。

☆いじめを受けている子どもは、心配をかけたくないという思いや、集団からの孤立や仕返

しを恐れる思いから、教職員や保護者にいじめられていることを訴えることが難しいもの

です。 いじめの早期発見のためには、 日頃からの子どもとの関わりが大切です。

一
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○迅速、かつ組織的に対応

．いじめを発見したら、担任一人で抱え込むことな

く、初期段階からいじめ問題対策委員会を中核に

組織的に取り組む。

・初期対応が肝心であり間を空けず､すぐ対応する。

○情報収集と事実確認

・多方面から情報収集し、事実確認を明確にしなが

ら、いじめの全体像を把握した上で、事実確認に

基づく具体的な対応方針を決定する。

○解決に向けた支援と指導

．いじめを受けた子どもには、丁寧に話を聞きとり、

「最後まで絶対に守る｣という姿勢で支援する。

．いじめを行っている子どもに対しては、背景を十

分に理解し､適切な指導(例えば相手の心情を理解

した上での謝罪など）や支援を行う。

・周囲の子どもには、いじめの傍観者にならないよ

うに指導する。

○経過観察と再発防止

・解決したと即断せず、継続的に経過観察を行い、

再発防止に努める。

・保護者には事実を伝え、指導方針と具体策を提示

して再発防止への協力を要請する。

3 【いじめの早期対応】

･迅速､かつ組織的な対応

･情報収集と事実確認

･解決に向けた支援と指導

･経過観察と再発防止

･教育委員会に報告

･関係諸機関との連携

、

可

＜いじめにみられる集団構造＞

見て見ぬふりをする子ども

（｢傍観者｣）

周りではやしたてる子ども

（｢観衆｣）

周りではやしたてる子ども

（｢観衆｣）

’ いじめを行っている子ども

（｢加害者｣）

｢

毛いじめの解消 、
’ いじめが「解消している」状態とは、少なくとも2つの要件が満たされている必要がある。

（1）いじめに係わる行為が止んでいること

被害者に与える心理的または物理的な影響を与える行為が止んでいる状態が、少なく

とも3ヶ月以上を継続していること。

(2)被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと

被害児童生徒本人及びその保護者に対し、心身の苦痛を感じていないかを面談等によ

、りま認する｡ ノ
I

☆いじめは、「被害者」と「加害者」だけの問題ではありません。

周りではやしたて、喜んで見ている「観衆」や見て見ぬふりをする ｢傍観者」も、いじめ

を助長する存在です。また、いじめは誰もが「被害者｣、「加害者」になる可能性がありま

す。この不安感が、いじめの陰湿化を招いたり、いじめを外から見えにくくしたりしてい

ると考えられます。 日頃からの丁寧な学級経営が基本です。
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の

いじめ発見後の対応

いじめ

の発見 教育委員会へ

報告
いじめを受けている

子どもへの支援正確な、

事実確認

保護者への対応
いじめ問題対策委員会

グ
瓜

F

lL
可I

いじめを行っている

子どもへの指導･支援

関係機関等との連携

〆 、〆 、

全職員への

周知

周囲の子どもへ

の指導・支援

／
事後指導

経過観察

再発防止

ノ、 ノ 、

○関係機関等との連携について

・関係機関等とは、いじめへの対応･関係機関等とは、いじめへの対応

4 【関係機関等との連携】

．日頃から連携を密にしておくこと

･学校と関係機関のそれぞれの役割を

理解し､一体となった取組をする

｡いじめの事実を確認した場合は、教

育委員会に報告する

（法第23条第2項）【義務】

に協力を得るた

めに、 日頃から連携を密にしておく。

･各関係機関等の役割や機能を理解し、日頃から積
極的な情報交換を行う。

．いじめの事実を確認した場合は、事態が重篤に

なる前に、教育委員会に報告する。学校内だけ

では解決が困難な場合等､教育委員会と連携し

て必要な措置を講ずる。

－口
☆学校内だけでは解決が困難な事案については、学校と教育委員会が緊密な連携体制を構築

していることが､迅速かつ的確な初期対応につながります｡教育委員会では､教育支援課が中

心となり、関係各課や青少年サポートセンターと連携をとるとともに､スクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカー､さらにはスーパーバイザーを派遣するなどして､的確な対応を支援
します。

☆警察とは、「児童生徒の健全育成に関する学校と警察との相互連絡制度」に基づき、担当者を

決め、 日頃からお互いの顔が見える連携を進めることが大切です｡また、犯罪行為として取り

扱われるべきと認められるいじめ事案が発生した場合には､早期に警察に相談し､連携して対

応する必要があります。

☆児童相談所では、専門の相談員や心理職、医師などの専門家が18歳未満の子どもに関する

いじめや非行等､様々な相談に応じています。

戸
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○重大事態への対処について

・管理職へ、正確な情報を迅速確実に伝え、全

教職員が十分認識する。

・最悪の事態を想定しながら、迅速・的確に対応

する。

・教育委員会に報告し、その判断のもとに組織を

設け、調査を行う。

5 【重大事態への対処】

･管理職へ、正確な情報を迅速、確実に

伝達

･濤踏なく関係機関へ支援を要請

･子ども、保護者へ、適切な情報を迅速、

確実に伝え、二次被害の防止’
重大事態とは

○いじめにより、生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある場合

【例】

・児童生徒が自殺を企図した場合

・身体に重大な傷害を負った場合

・金品等に重大な被害を被った場合

・精神性の疾患を発症した場合

1

○いじめにより、相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場合

一年間30日を目安にし、連続して欠席しているような場合などは、迅速に調査に着手

する。

ノ

とへ、_ノ

☆いじめを受けている児童生徒や保護者から｢重大な被害が生じた｣と申し出があった

ときは､速やかに重大事態が発生したものとして報告･調査等に当たる｡調査をしな

いまま､いじめの重大事態ではないと断言できないことに留意する。

○対処の流れ

（1）重大事態の報告

学校は、重大事態であると思われる案件が発生した場合には、直ちに事実の確認を行い、

教育委員会に報告する。

（2）調査組織を設置

①学校は、教育委員会から学校が主体となった調査の実施を指示された場合、当該重大事

態に係る調査を行うために、速やかにその下に組織を設ける。

②教育委員会は、 自らが主体となって当該重大事態に係る調査を行うために、速やかにそ

の下に組織を設ける。

③必要に応じて、教育委員会の附属機関として、「千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調

査委員会」（法第28条第1項）を設置する。

（3）事実関係を明確にするための調査の実施

事実関係を可能な限り網羅的に明確にし、学校と教育委員会が事実に向き合うことで、当

該事態の対処や同種の事態の発生防止を図る。

これまでに行った調査資料の再分析や必要に応じて新たな調査を実施する。
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（4）いじめを受けている児童生徒及びその保護者に対して情報を適切に提供

調査により明らかになった事実関係について、情報を適切に提供する。

関係者の個人情報に十分配慮するが、それを盾に説明を怠ってはならない。
得られたアンケートは、いじめを受けている児童生徒や保護者に提供する場合があること

を事前に調査対象の在校生や保護者に説明する等の措置が必要である。

（5）調査結果を教育委員会に報告

学校は、教育委員会に報告する。教育委員会は調査結果を取りまとめ、市長に報告する。

（6）調査結果を踏まえた必要な措置

学校は、調査の結果を踏まえ＄必要な措置を講じる。

教育委員会は、調査の結果を踏まえ、必要な措置を講じる。

---------------------------．市長が必要があると認めるとき．------___-----------------

（7）再調査を行う機関の設置

市長は、当該報告に係る重大事態への対処又は当該重大事態と同種の事態の発生防止のた

め必要と認めるときは、市長の附属機関として、「千葉市いじめ等調査委員会」（法第30条第

2項）を設置する。

（8）調査結果報告を受けた市長による再調査

調査について再調査を行う。

（9）再調査の結果を踏まえた措置等

教育委員会は、再調査の結果を踏まえ、必要な措置を講じる。

再調査を行ったとき、市長はその調査結果を議会に報告する。

1I| 控肉の麹鍾体飼と鍾翻分担(鰯）
※いじめの重大事態に対処するための校内の具

体的な体制を示しています。いじめ問題対策委員

会が中心となり、事実関係を明確にするための調

査及び対策を講じます。（法第28条）【義務】

〆 、

学年・学扱相当
○個々の県童生徒への対応
○保護者への連絡
○教室でのケア等一

L ノ人

〆養護教諭・教育相談担当、
○応急措置と心のケア
○スクールカウンセラー・

医療機関等との連携等
、 ノ

管理職 一
○校内の統制と指揮
○学外への緊急支援要請
○報道機関への対応
○危機対応経過の整理
○教職員の健康チェック
○教育委員会との連携等

／
／ 、

生徒指導担当

○全校児童生徒への対応
○現場での実践的対応
○警察等関係機関との連携等

、 ノ

／ 、

教務担当
○管理職の補助
○授業変更等の措置
○保護者。地域との連携等

巡 ノ

～～

I
〆

その他の分掌

○教職員間の連携と補助
○臨機応変な対応等

、

、

ノ

○説明責任と対応の基本的姿勢・ポイント

1 対応の基本的姿勢

（1）個人情報や人権等に最大限配慮しながら、事件・事故についての事実を公開していく姿勢

で対応する。プライバシー保護等から伝えられない場合は、その旨を説明し、理解を求める。

（2）報道は、学校の対応状況や今後の方針を広く保護者や地域の人々に説明できる機会である。

（3）報道機関に情報を提供する場合、公平に情報を提供し、誠意をもって対応する。

2 対応のポイント

(1)保護者には、子どもを守りよりよい方向に導くという方向を明確に伝え、共通理解を図る。

（2）全ての子どもや保護者の心情・背景など、教育的な配慮の下、正確な情報を伝える。

庁

イ


